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羞恥心＇自己呈示（という視点から、被服についてどのような
研究ができそうかを考えていただくため、研究例を紹介する

①羞恥心の心理学的位置づけ

②研究例１： 肌見せファッションと羞恥心

③研究例２： 下着の心理的効果
~見えない下着になぜこだわるのか~



§１ 羞恥心とは何か

Baumeister ＆ Leary＇１９９５（

人間は社会に依存して
生きる動物

社会＇集団（に受け入れられていることを常に確認する必要

ソシオメーター

羞恥心

しばしば、集団や社会は個人を
排斥しようとする

自己の社会的危機を感知する心のシステムが進化

集団所属への生理的欲求



●羞恥心：
⇒社会的自己の危機を知らせるセキュリティーシステム

♪

恥ずかしい！

監視

警報

対処

・羞恥システムのお陰で、人は自己の姿を社会から
受け入れられるように保つことができる

・行動の抑制
・体裁の取り繕い

即時的なソシオメーター



＜社会＞

生活上の資源

アクセス権
＇地位、居場所（

自己呈示と羞恥心

＜社会的評価＞

・人格 ・学歴 ・教養
・体力 ・人脈 ・資格
・カリスマ性 ・特殊能力

一般的に、社会的評価が高いほど、より多くの資源を獲得できる

供給

社会への根源的依存体質

自己呈示の必要性



プラス評価を獲得すること
自己の長所を他者にアピールする

＇他者の注意を喚起（

評価を下げるリスク

マイナス評価を回避すること

自己呈示における２つの目標
アクセル

リスク管理

自己＇の短所（を隠蔽する
＇他者の注意を遠ざける（

ブレーキ
両者の適切なバランスがないと
車は目的地に着かない

このタイミングを知らせるのが羞恥心
の役割



これら２つの欲求の影響と機能を検討するため、欲求の測定尺度を作成

項目 因子１ 因子２

みんなの人気者になりたい .71
みんなの注目を浴びたい .77
人前ではいつも格好よくありたい .51
何か気のきいたことを言って人を感心させたい .49
人に自分を印象付けたい .69

どんな時でも相手の機嫌をそこねたくない .64
誰からも嫌われたくない .74
みんなから変な人だと思われたくない .42
できるだけ敵はつくりたくない .74

⇒賞賛獲得欲求、拒否回避欲求尺度

＇菅原、１９８６（



暴走系 バランス系

無関心系 慎重系

賞賛獲得

拒否回避

このような枠組みから、どんな研究が？



§２．肌見せ系ﾌｧｯｼｮﾝと羞恥心

羞恥心が消えたわけではない

公の場で○○をしている人は、なぜ恥ずかしくないのか？

夏の肌見せファッションも

羞恥心が欠如している？



地域社会の崩壊

住む世界の矮小化

公共の場の人々は
みんな｢タニン｣

羞恥心が働かない

特殊な規範意識
＇座らない方が恥ずかしい（

気の合う仲間限定
のセケン

かつての日本人の
所属集団

同調



なぜ、肌見せファッションは恥ずかしいのか？

なぜ、肌の露出は恥じるべきなのか？

もうひとつ興味深いのは...

“常識”として片づけられそうな現象を
改めて考える面白さ



●性的刺激管理説

★H.P.デュル(1988)、D.モリス(1967) ：
・人類社会の基礎は男女の安定的な絆
・絆を強めるための性的感受性の増進＇性の快楽化、発情期の喪失（

↓
・男女間の無秩序な性的関係を助長する可能性

↓
身体の露出に対する抑制が必要

・裸になって異性を刺激する人物
↓

社会秩序を乱す人物 ⇒ 社会によって排除や隔離

身体の露出 警報としての羞恥感
露出の抑制
＇性的刺激の自己管理（

デュル(1988)
・人類社会の基礎は男女の安定的な絆
・絆を強めるための性的感受性の増進＇性の快楽化、発情期の喪失（

社会秩序を乱す人物

身体の露出

肌見せファッション ⇒ 性的刺激の管理ができていない性的刺激の管理ができていない

性倫理上の問題あり



身体の露出＇脱衣（はすべてが恥ずかしいわけではない

性的刺激管理説に従えば、その露出が“性的”であるかどうかが重要

性目的ではない露出もある ⇒ 恥ずかしくない

Ｅｘ．風呂、海水浴、医療場面

“認知＇意味づけ（”が変化すると、たちまち
身体は羞恥の対象に

Ｅｘ．露天風呂の雰囲気

Ｅｘ．医療場面での医師の言動

Ｅｘ．ヌーディストキャンプの儀礼

羞恥を感じない肌見せファッションの着用者は、

①肌見せを、“性的”なものだと思っていない可能性

② ＯＲ 異性を性的に誘惑しようとする動機から

認識のギャップ説

確信犯説



＜調査１＞
調査対象： 首都圏と近畿圏に在住の１８歳～５９歳までの女性１０３０名

１８歳～２４歳 ２０６名
２５歳～２９歳 ２０６名
３０歳～３９歳 ２０６名
４０歳～４９歳 ２０６名
５０歳～５９歳 ２０６名

調査方法： 2006年6月 モニター調査

＜調査２＞
対象者： 東京内の３つの大学、短大に所属する女子学生254名＇18歳～24歳（

調査方法： 2006年7月から8月 講義後に配布、回収、個別的に配布、回収

調査内容： ①身体や下着露出に対する羞恥感＇１４項目（
②肌見せﾌｧｯｼｮﾝの着用経験
③肌見せﾌｧｯｼｮﾝ観
④肌見せﾌｧｯｼｮﾝへの社会的評価＇の認知（
⑤その他



調査１

18-24 25-29 30-39 40-49 50-59

肩だしキャミ
ソール

６６ ６７ ５３ ３１ １９

素肌見える
ローライズ

３５ ２９ １５ ８ ２

胸の谷間が見
える服

２６ ２６ ２１ １４ ５

胸元が大きく開
いた服

４６ ４１ ４０ ２７ １６

ベアバック、

ホルターネック

３１ ２３ ２２ １３ １１

見せるブラ １６ １１ ７ ４ ２

付け替えスト
ラップ

４４ ３５ ２２ １８ ７

年齢層別、肌見せﾌｧｯｼｮﾝの経験率＇％（



キャミソール ．８５ －．１５

ブラのストラップを付け替えて見せる ．８１ －．０７

へそや肌が見えるローライズ ．７６ －．０１

胸元が広く開いた服 ．７２ ．０１

ボディラインが強調される服 ．７１ ．０６

ひざ上のミニスカート ．６６ ．００

下着のラインが段になる －．１８ ．８１

服の上からショーツのラインが見える －．０７ ．７９

バストトップがアウターにひびく －．０６ ．７３

ブラのシルエットや色が透ける ．０３ ．７１

ブラのストラップが服の隙間から見える ．１４ ．６２

かがんだとき、服の隙間から下着が見える ．２３ ．５５

露出系 露呈系

肌見せﾌｧｯｼｮﾝ
に対する羞恥感

下着や身体露出に対する羞恥感の構造

非意図的な
露呈



羞
恥
感
の
強
さ

年齢

露出＇肌見せファッション（

露呈＇非意図的（

恥ずかしげもなく超ミニスカートを履いている
女子高生が、階段ではお尻を隠す理由

見せる下着： 肌見せファッションの流行にともなって外に｢露呈｣した
下着は、｢露出｣の側に回ることで恥ずかしさを回避した

）悪いのはアウターだ！＇ワコール担当者（
付け替えストラップ
見せパン、見せﾌﾞﾗ



調査２

検討のポイント

③｢性的誘惑」のための道具性の認識の影響

・異性にセクシーさをアピールできる
・異性の好意や関心を高めることができる
・性的な魅力が高まる

・｢露出＇肌見せファッション（｣に関する羞恥感や着用頻度は、
どのような要因によって規定されるのか？

①肌見せファッションの｢性的刺激性｣の認知の影響

②｢非性的」な意味づけ＇ファッション、クールビズ（の影響

｢性的刺激性｣を認知している程、恥ずかしい

｢非性的｣な意味づけをしている程、恥ずかしくない

｢性的誘惑｣の道具として意味づけをしている程、
恥ずかしくなく、かつ、着用頻度が高い

認識の
ギャップ説

確信犯説

なぜ、こんなものが
はやるのか？



羞恥感 着用度ファッション性

性的刺激性

クールビズ

-.61
-.07

.46

-.15

図 着用度に及ぼす羞恥感と社会的評価、ファッション観

センスよい

規範欠如 .20

-.23

-.26

.47

-.14

.20

社会的評価の予期ファッション観

涼しそう
暑さ対策
夏らしくてよい

世の中の秩序に反する
社会の風紀が乱れる
性的な道徳観念がない

おしゃれだと思われる
かいこいいと思われる
センスがいいと思われる

変に異性を刺激してしまいそう
変質者に狙われる
異性からジロジロ見られそう

性的誘惑



①性的刺激管理説が示す通り、肌見せファッションに性的刺激性を認知
するほど、羞恥感は高く、着用が抑制される。

②一方、肌見せファッションに、｢おしゃれ｣や｢クールビズ｣といった非性的
目意味づけをしているほど、羞恥感は低く、着用頻度が促進される。

③肌見せファッションを｢性的誘惑｣の道具として意味づけていることと、
羞恥感や着用頻度との関係性は見られず、同ファッションの流行は
性倫理上の問題とは考えられない。

中高年層を中心に批判的な評価が多いにもかかわらず、肌見せ
ファッションを着用するのは、冒頭で述べた地域社会の崩壊に伴う
所属集団の矮小化の問題が関与しているかもしれない。



§３．見えない下着になぜこだわるのか？

下着のデザイン性への関心の高まり

補正性、つけ心地などの物理的“機能”を重視してき
た企業にとっては意外性

単なる身体補正や肌感覚を超えた情緒的な満足感
を求めているのか？

心理学的な視点からのアプローチの必要性

自己呈示研究の立場からも、見えない被服になぜ、
オシャレ感覚を求めるのかというテーマは興味深い。



調査： 下着の心理的効果の実態と構造

対象者: 首都圏、ならびに近畿圏に在住の18歳から59歳までの女性1030名
首都圏、ならびに近畿圏に在住の25歳から39歳までの女性1236名

質問内容：
特別な時や大切なシーンで身に着ける下着の中で最も気に入っているものを
思い浮かべてもらい、以下の設問への回答を求めた。

１（お気に入りのインナーの有無
２（お気に入りのインナーの種類
３（お気に入りのインナーのイメージ
４（インナーを購入する際に重視するポイント
５（お気に入りのインナーの着用時に気になる他者の目
６（お気に入りのインナー着用時の気分＇心理的効用感（
７（その他

方法
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88%

12%

お気に入り下着の所有率：

心理的効果

結果

18歳から59歳



第1因子：ｱﾋﾟｰﾙ ﾊﾟｰﾄﾅｰ・恋人が喜んでくれる、異性にｾｸｼｰさｱﾋﾟｰﾙ
第2因子：安心感 ほっとする、リラックスできる
第３因子：気合 気合が入る、心が引き締まる

ハレの場 面接・ﾌﾟﾚｾﾞﾝ 異性 ストレス

アピール

安心感

気合

３つの心理的効果

正式なパーティー
高級レストラン
高級ブランド店

大切な試験
面接
プレゼン、スピーチ

デート
旅行

落ち込んだ時
ついてない時

お気に入りを付けたい場面と期待する効果

25歳から39歳



こだわり度

アピール

気合い

安心感

デザイン性

補整性

ブランド性

つけ心地

賞
賛
獲
得
欲
求

心理的効果に影響する要因



・下着へのこだわりの過程は、他者から好意や高い評価を
得ようとする自己呈示の「アクセル」要因と強く結びついている。

①「デザイン」によって「アピール」するという、下着の直接的な自己呈示効
果が認められるが、これは下着のアウター的使用に限定される。

②下着の間接的な効果として、様々な特性や機能が「気合」や「安心」という
心理的影響を作り出し、リスクを伴う自己顕示的な行動への心理的支えと
なっていることが考えられる。

効果的な自己呈示のためには単に、自己の外見をコントロールすることに
よって得られる直接的過程だけでなく、自己アピールのリスクに立ち向かう動
機維持のための自己効力感や集中力などを高める間接的過程が必要である。

後者を引き出すため、女性たちは、見えない下着にも、こだわりを持ち、いわ
ば、自分自身に｢魔法｣かけている？

見えない下着なのになぜ？



http://www.cocoros.jp/research/

ワコール ココロス

資料集


